
(1) 担当支部： 宮崎支部 9691
分水嶺区分 2005年 1月 16日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
児島実照 9691
永峰麗子 12552
松元正明 13093
別府正保 13236

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
分水嶺到達点K176 茶屋平 130 54 32 2 22.5 346 9:10
K175 堀浦 9:05
歩行開始地点 ピーク上り口 9:30 9:40

棚落（521.4） 130 56 32 3 49.1 561 9:50 9:55 B-2
ピーク上り口 10:05 10:05 B-2
K174上り口 130 56 32 3 44.6 527 10:10 10:10 A-1

K174 大河平（744） 130 57 32 4 23.3 744 11:15 11:20 B-2
車道合流点 130 57 32 4 37.1 711 11:35 11:35 A-2
林道入り口 130 56 32 5 18.0 838 12:30 12:50 A-1

K173 屋敷谷（860.2） 130 56 32 5 35.7 861 13:20 13:30 A-2
838地点 130 56 32 6 39.8 819 14:35 14:35 A-2
783林道分岐 130 56 32 6 49.4 786 14:55 14:55 B-3
川原口（751.5） 130 56 32 6 59.4 758 15:05 15:15 B-3

分水嶺離別点K172 県境林道 130 56 32 7 7.3 655 15:30 15:45 B-3
歩行終了地点 林道入り口 17:30 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

K175 堀浦
K174 大河平 ３ 南
K173 屋敷谷 ３ 南
K172 県境林道

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

57.5
41.1

56.7

48.9

23.9日向大久保
日向大久保 49.5

   写真説明：　
県境林道（八ヶ峰登山口）

堀浦～521.4mピーク間は調査したが分水嶺の判断が難しく後日確認とし先を急いだ。

踏査区間の植生は、林業会社有地のため杉が主体であり、良く手入れされている。

K173ピークには防災及び盗伐等監視のための2階建て建物あり。
地形図上の林道以外にも作業道が多く入っており分岐をしっかり確認する必要がある。立石林業の作業道のため施錠柵があり、車での

K172地点からK171に向かう尾根は登山道はなく（沢筋は相次ぐ台風で崩壊）Ｂ２からＢ３程度の藪漕と想定される。

良好 展望なし、セメントにて補修箇所有り
特に表示なし

通行不可。

保存
状況

特記事項

良好 展望なし、セメントにて補修箇所有り
特に表示なし

総歩行時間（休憩時間を除く）： 6時間40分

日向大久保

白髪岳 43.8 防災用見張り塔

白髪岳 33.6
39.9白髪岳

白髪岳
白髪岳

日向大久保

日向大久保 車で移動
日向大久保 車で移動

日向大久保 31.6
日向大久保
日向大久保

道の
状況

(8)～(11)の特記
事項等との関係秒

日向大久保 20.7 車で移動

緯度Ｎ 高度
ｍ

到着
時刻

出発
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E

４名 名

茶屋平、堀浦、吉牟田分岐間は車道があり、吉牟田分岐より基本的には林道を辿るがK173からK172間は藪漕となる。
国道221号えびの市茶屋平（大河平郵便局）より町道を経由

(3)山行日： 降雪

サポート要員氏名および会員番号

K176，K175，K174大河平～K172県境林道

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

(2)記載者氏名： 児島実照 会員番号： 事務局整理記入欄 宮崎－31



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

県境林道（八ヶ峰登山口）


	茶屋平～吉牟田分岐～県境林道（八ヶ峰登山口）

